市民会議に対する意見書　　　　　　　　　　　(平成１９年７月１５日)

主題　　　　会則修正案への修正意見

提出先　　　全体会

提案者　　　<４番>　石渡　正也

第４条の「幹事会」を「役員会」に改める。続く「役員によって構成し、」を削除。

「部会」に続く「幹事会」を「役員会」に改める。

第５条の下線部分、「または全体会に準ずる方法」は削除。

第６条の２行目は「ただし、議事の進行および人事に関しては、例外として多数決を用い得る」とする。

第８条の「幹事会又は」は削除。

＊＊＊

「幹事会」を忌避する理由は以下の通り。

・「役員」「役員会」で十分事足りるのに、他の言葉を持出して話を複雑にする必要はない。

・「幹事長」なる職名が聞こえて来るが、素直に役員会と命名すれば「役員長」なんてものが顔を出す事はあるまい。代表が役員に所を得さしめて差配し、「総理」するのがごく自然ではないか。実勢僅か五、六十人の規模ではあるし。

・幹事長は、場合によっては幹事の一人である代表に指図する事も有り得る理屈になる。解せない。

・「幹事長は何某氏に決まった」と、唐突に幹事会の会議の概要に現れたのが初見であるが、全体会に諮るべきが当然の案件と考える。
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